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（
法
務
委
員
会
）

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
十
九
回
国
会
閣
法
第
六
三
号
）
（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

本
法
律
案
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
鑑
み
、
消
滅
時
効
の
期
間
の
統
一
化
等
の
時
効
に
関
す
る
規
定
の
整
備
、
法
定
利

率
を
変
動
さ
せ
る
規
定
の
新
設
、
保
証
人
の
保
護
を
図
る
た
め
の
保
証
債
務
に
関
す
る
規
定
の
整
備
、
定
型
約
款
に
関
す
る
規

定
の
新
設
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

消
滅
時
効
に
つ
い
て
、
短
期
消
滅
時
効
の
特
例
を
い
ず
れ
も
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
消
滅
時
効
の
期
間
に
つ
い
て
、
原
則

と
し
て
権
利
行
使
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
五
年
に
統
一
す
る
な
ど
、
時
効
に
関
す
る
規
定
の
整
備
を
行
う
。

二

法
定
利
率
に
つ
い
て
、
現
行
の
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
年
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
た
上
で
、
市
中
の
金
利
動
向
に
合

わ
せ
て
変
動
す
る
制
度
を
導
入
す
る
。

三

事
業
用
融
資
の
債
務
の
保
証
契
約
は
、
保
証
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
主
た
る
債
務
者
が
法
人

で
あ
る
場
合
の
そ
の
理
事
、
取
締
役
等
で
あ
る
場
合
な
ど
を
除
き
、
公
証
人
が
保
証
意
思
を
確
認
し
な
け
れ
ば
、
効
力
を
生

じ
な
い
も
の
と
す
る
な
ど
、
保
証
債
務
に
関
す
る
規
定
の
整
備
を
行
う
。

四

不
特
定
多
数
の
者
を
相
手
方
と
す
る
定
型
的
な
取
引
に
使
用
さ
れ
る
定
型
約
款
に
関
し
、
定
型
約
款
を
契
約
内
容
と
す
る
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旨
の
表
示
が
あ
れ
ば
個
別
の
条
項
に
合
意
し
た
も
の
と
み
な
す
が
、
信
義
則
に
反
し
て
相
手
方
の
利
益
を
一
方
的
に
害
す
る

条
項
は
無
効
と
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
定
型
約
款
を
準
備
し
た
者
が
取
引
の
相
手
方
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く

定
型
約
款
の
内
容
を
一
方
的
に
変
更
す
る
た
め
の
要
件
等
を
整
備
す
る
。

五

意
思
能
力
を
有
し
な
か
っ
た
当
事
者
が
し
た
法
律
行
為
は
無
効
と
す
る
こ
と
、
将
来
債
権
の
譲
渡
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、

賃
貸
借
契
約
の
終
了
時
に
賃
借
人
は
賃
借
物
の
原
状
回
復
義
務
を
負
う
も
の
の
、
通
常
の
使
用
収
益
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
耗

等
に
つ
い
て
は
そ
の
義
務
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
る
こ
と
な
ど
、
確
立
し
た
判
例
法
理
等
を
明
文
化
す
る
。

六

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

か
ら
施
行
す
る
。

な
お
、
本
法
律
案
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
法
律
番
号
中
「
平
成
二
十
七
年
」
を
「
平
成

二
十
九
年
」
に
改
め
る
修
正
が
行
わ
れ
た
。


